
袋培養技術を活用した病虫害フリーでかつ緊急時バックアップも可能な農場システムの研究
機関名：

プロジェクト概要

2017年12月～ 2018年12月

【目的】 【成果】

　月面農場では、大規模安定作物生産のための病虫害
防止と緊急時食料バックアップへの対応が必要であ
る。加えて、ペイロードの低減には構築物建設資材低
減、運用時のエネルギー低減が必要となる。これらを
実現するためには植物組織培養法による袋培養技術の
活用が有効であり、同じ袋培養設備が居住フェーズに
合わせて小ロット栽培とウイルスフリー苗供給の両機
能を兼ね備えることが期待できる。そこで、袋培養技
術による作物の栽培可能性について実証的確認を行う
ことを目的とした。

　栄養成分評価、物質収支評価、低圧環境栽培や水循
環などペイロード低減策の成立性の基礎的確認を行っ
た。さらにこれらを踏まえた月面農場モデルのイメー
ジ構築を行った。作物として、ビタミンＣ源としての
レタスの植物体、炭水化物源となるジャガイモの種イ
モ、タンパク質源となるダイズ苗を対象とした。
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レタス生育状況（低圧）低圧栽培試験チャンバー袋培養のイメージ 低圧栽培の考え方

常圧の栽培（圧力差に
耐える構造物が必要）

低圧の栽培（圧力差が少なく
構造物が簡素にできる）

外気圧はほとんどゼロ
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袋培養設備
（20m×1.5m×5段＝150㎡）

水耕栽培設備
（30m×2m×20段×3基＝3600㎡）

養液処理設備

居住者20名に必要な栄養成分生産を想定した設備規模
（緊急時はレタスを袋内栽培にて供給可能）

ジャガイモマイクロチューバー
形成状況

ダイズ不定胚生育状況（低圧）

20名の食料を供給するための
農場モデル

防カビ実験の結果

プラズマ活性水生成装置

プラズマ活性水による養液処理の
可能性検討※本試験に使用した細胞は、国立研究開発法人農業・食品

産業技術総合研究機構 次世代作物開発研究センターから
研究試料として提供いただいたものです

穀物増産を実現する種子へのプラズマ大量処理技術開発
機関名：

プロジェクト概要

2017年11月～ 2019年3月

【目的】 【成果】

　長期有人月滞在におけるカロリー供給を月面で実現
する基幹技術を創成するとともに、日本における農業
生産性向上に資する技術に発展させることを目的とす
る本研究では、「穀物を対象とした、発芽・成長促進
による穀物増産技術」について検討する。
　提案代表者は近年、モデル植物であるシロイヌナズ
ナ種子への処理による、11%の収穫時期短縮と56%
の収穫量増加効果を見出した。本研究では、対象をイ
ネとジャガイモへ展開し、発芽・成長促進効果の最適
化と大量処理実現のための問題点を明らかにしてこれ
を解決すると共に、得られた知見を基に大量処理装置
を開発する。

　本研究では以下の内容について検討を行う。
①イネ・ジャガイモへの成長促進効果検討と条件最適化
提案代表者が開発したコンビトリアル照射法を用い
て照射効果の検討と、照射条件の最適化を行う。コ
ンビナトリアル法では、発生した活性酸素窒素種
（RONS）やイオンの照射量を空間的に変化させて、
一度の実験で様々な条件で処理可能である。イネの
種子に対してコンビナトリアル照射法を適用して照
射条件の最適化を短期間で実現する。
②種子の大量処理技術開発
１時間当たりイネの種子で５kgの自動種子処理を
実現する。
③フィールドでの実証試験
圃場での栽培における課題の抽出と、収穫量増加、
収穫時期短縮を確認する。
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古来、雷（自然界のプラズマ）がよく起きた年は
稲の実りが良いといわれていた。雷の別称は、稲妻。

プラズマを制御することで、
作物の収穫を増進することが

できるのでは？

誘電体バリア放電で大気中で非平衡プラズマを生成し、
種子へのプラズマ照射を実現した。

２．プラズマ発生装置の開発

１．プラズマ技術の農業応用 ３．モデル植物でのプラズマ成長促進

４．フィールドでの実証
農家の方の協力でフィールド実験を遂行しています。

プラズマ処理 コントロール ←播種後15日目
　プラズマ処理区は
　緑が濃い
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